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全国スキー協第33期　第６回常任理事会議事録
2023 年 10 月 16 日　全国スキー協理事長　小川洋

日時　2023 年 10 月 16 日　19：30 ～
議題
１　この間の日程

９月３０日　関西 B 会議　京都
１０月　７日　青森スキー協総会　７人参加　日程確認　役員はそのまま　クラブ１減 / 岩手スキー協総会
１０月１０日　第 50 回競技大会第３回実行委員会　19：30 ～　ZOOM
１０月１１日　メイト会議

２　これからの日程（常任理事会は毎月第３月曜日　ただし祝日の場合は次週に変更）
　　１０月２０日　ス安対総会＋理事会　小川リアル参加　14：00 ～　索道協会
　　１０月３１日　第 50 回競技大会第４回実行委員会　19：30 ～　ZOOM
　　１１月　２日　臨時常任理事会（議案討議）
　　１１月１２日　第 33 期第２回全国理事会　ZOOM　13：00 ～
３　報告・討議事項

●競技大会実行委員会　議事録参照　クラス分けを決定／メダルの発注
●岩手・青森　総会報告
●常任理事会の日時変更について　アンケートフォームを作成して実施することに
●スポーツ連盟の 35 年顕彰への対応

各ブロックで集約して下さい。その上で全国からスポーツ連盟に推薦　
顕彰の種類・内容
◆ゴールド：30 年以上（褒状）・・・1994 年 1 月 1 日以前から加盟

※ただし、過去に顕彰されたクラブを除く
◆プラチナ：50 年以上（褒状・記念品）・・・1974 年 1 月 1 日以前から加盟

※自薦は除外とし、都道府県連盟又は全国種目組織からの推薦を必要とします。
※「第 35 期 顕彰 申請書」を全国事務局で受け付け、2024 年３月の第 36 回定期全国総会で表彰する予定です。
※申請期間は、2023 年 12 月 22 日（金）まで。

→議論の結果、全国理事に集約をしてもらう事に県組織の無い県はブロックで対応　
● 11 月 12 日の全国理事会準備

・各部局の報告　部会の報告と日程確認
・POW Ｗへのサポート提案　ブロンズ（年間 10 万円）
・各都道府県の今シーズンの取り組み→組織アンケート実施
・競技大会の報告　
→ 11 月２日の臨時常任理事会で議案討議

４　部局の報告
●特に説明の必要なもの討議が必要なもの
技　術　部
指 導 員 部　DVD の制作販売と YOUTUBE へのアップを承認　案内を全国通信に掲載
スノーボード部
山スキー部　部会報告、山スキー部員のいない県へ再度要請
組　織　部　全国理事会用組織アンケートの内容確認
財　政　部　各都道府県の「メイト担当」「財政担当」の名簿作成　通信に依頼文掲載

指導員登録料と会費の納入状況確認（昨年よりは若干改善されている）
保 険 関 係　賠償保険案内 HP に掲載、障害保険の締切り日時の確認
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全国理事 各位 2023 年 10 月 17 日 
全国勤労者スキー協議会 

会 長 和田 利男 
理事長 小川 洋 

３３期 第２回全国理事会開催について

地球温暖化の影響かここ数年異常気象が続いています。今年の夏から秋にかけて日本を襲った記録的

な豪雨や台風の被害にあわれた皆様に心からお見舞い申し上げます。 
10 月 18 日に代々木公園で開催された「ワタシのミライ」では 8,000 人が集まり、地球温暖化と脱原

発についてディスカッションやパレードが開催されました。スキー協からも 14 人の仲間が自作の横断

幕を掲げてパレードに参加しました。 
朝晩はだいぶ涼しくなり、私の地元の八甲田山や岩木山でも初冠雪がありました。 
こうした中で6月の全国総会で確認した総会方針の具体化と来るシーズンでの前進に向けた意思統一

を行う全国理事会を下記要項で開催いたします。 
全国理事のご出席をお願い致します。 

―記― 
日 時 11 月 12 日（日） PM 1:00～ 
会 議 ZOOMＭを使用したオンライン会議 ※後日、アドレスをお送りします。 

事務局よりお願い‼

事務所に常駐の担当者がおりませんので事務処理の対応が遅れることがあります。
処理を潤滑に進めるため、各担当者の連絡先をご連絡おねがいいたします。
全国通信の紙での送付希望数もお知らせください。
全国通信はHPからダウンロードも出来ます。 梶並

件名に　名簿　と記入お願いします。

記入日 年　　月　　日

氏名 携帯 メールアドレス 〒 住所１ 住所２

代表者

書類送付先

通信送付先

会計担当者

メイト担当者

その他担当者

全国通信　 送付希望部数 部

県スキー協名

メールアドレス　
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パラレルターンの三要素 『角付け』、『外脚荷重』、『ポジショニング』を解説した Youtube動画のご紹介 

Youtube視聴環境がない方で希望者には DVD を領布します 
2023年 11月 全国スキー協 技術教育局 

全国スキー協ではスキー指導員に対してシーズンテーマを設け、研修会を実施してきました。 
2021 年度から今年度 2023 年度までのシーズンテーマは『ターン後半で確保した足場を利用し、切り替え時に前に出てター

ンポジションまで行くことで谷回りターンにつなげる』と 3 年連続同じテーマになっています。同じテーマではありますが、その視点は以
下のように変わってきています。 

１年目の 2021 年度は、切り替え技術の基本的な説明全般について『切り替えっていうのはこういうことをするんですよ』、『タ
ーンマキシマムにおける身体の動かし方、特にターンマキシマムでしっかり角付けしてくださいね』、というところを強調し、中央研修
会用にその解説動画を Youtubeで発表してきました。 

２年目の 2022 年度は、ターンゾーンから切り替えゾーンに変わる点、ターンマキシマムとターン前半の谷回り局面における身
体の動かし方について解説しました。『主に外脚荷重、角付けだけじゃダメなんですよ、角付けしてるだけじゃずれちゃいます、角付
けしたスキーの真上にしっかりと荷重することによってずれを止めることができるんですよ』と解説してきました。 

3年目の今年（2023年度）は、真下への横滑りを使ったポジショニング（重心移動）について解説しています。 
 
パラレルターンの三要素である『角付け』、『外脚荷重』、『ポジショニング』をひとまとめにしてセットにして考えていただきたいために、

3 年間シーズンテーマを変えずにお伝えしてきました。この三要素『角付け』『外脚荷重』『ポジショニング』こそがスキーの根幹と言っ
ても過言ではありません。 
この３年間の動画はインターネットを通じて以下の URLからご覧いただけますので、ご紹介します。 
なお、各年度ともに約１時間の動画ですが、Youtube の特性上、繰返しの視聴が「いつでも、どこでも」できることが特徴です。 

年度 強調点 URL 
2021年度 ターンマキシマムで角付けを強める https://youtu.be/OzJx_KnlULs 
2022年度 角付けしたスキーの真上にしっかりと荷重する https://youtu.be/UoLOh8ZGgYY 
2023年度 真下への横滑り左右連続のポジショニング https://youtu.be/gv9m_LWgWEo 

 
また、Youtube視聴環境がない方で希望者にはDVDを領布します。以下の方法でお申し込みください。 
1,000 円/枚（税込み、送料込み）となります。 

【DVD 申込み方法】  
(1) 以下のメールアドレスに①注文数、②注文者氏名、③所属スキー協名、④送付先住所と電話番号を記載してお申し 

込みください。 
tokyoskikyo@gmail.com 

(2) DVD送付時に同送する請求書記載のゆうちょ口座に費用を納付ください。  

※ 送付料の節約、送付作業の簡便化を図るために、都道府県、クラブといった単位で注文はまとめてください。注文者にま 
とめて送付をし、個人別の送付は原則行ないません。  

※ 多くの注文の場合には作成時間をいただきます。 
以上 
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全国スキー安全対策協議会総会報告
10 月 20 日に開催された全国スキー安全対策協議会（ス安対）の令和５年度会員総会に参加

しました。
総会は事前に開催された理事会での論議を経てすべての議案が満場一致で可決されました。
役員人事では副会長にＳＩＡの杉山公信さん、理事に SIA の山之内弘さん、監事に SIA の江畑

昌英さんが就任しました。それ以外は会長の峠重幸さんをはじめ変更なしとなりました。
引き続き全国スキー協からは小川が理事として信任されました。
新たな議題として「バックカントリーへの注意喚起活動に関する件」が議論されました。
コロナが第 5 種に移行した事にも起因して外国人スキーヤーの増加が進んだ事もあり、日本

人も含めて救助要請が増加傾向にあります。「スキー場管理区域境界」の設定や「スキー禁止区域」
の明確化等どこまで取り組んで行くかなど課題は法律上の問題も絡み一長一短に解決できる問題
では無さそうです。

総会では 2022/2023 シーズンの「スキー場傷害報告書」の簡単な説明がありました。特徴的
にはコロナが第５類に移行し、旅客輸送人員が増えたことで受傷率が上昇している。スノーボー
ドの受傷率が23年間の推移ではスキーが横ばいなのに対して確実に減少していること。ヘルメッ
トの着用率がスキーでは 50％近くまで増えたことが特徴とのことでした。詳しはス安対のホー
ムページをご覧下さい。

群馬スキー協主催

ポール練習会のお知らせ

ＳＬに特化したポール練習会を下記の通り開催しますのでご参加ください。

ロングポールに平行してブラシマーカーのセットをするので、防具の用意がない方も参加でき

ます。ロングポールにチャレンジする方も、ブラシマーカーコースで調整してロングポールに入る

等の練習も可能です。今年度は携帯電話（アンドロイド）によるタイム計測も可能となりました。

第１回ＳＬポール練習会 期日 ２月 １日（木） 場所：軽井沢スノーパーク

第２回ＳＬポール練習会 期日 ２月 ７日（水） 場所：軽井沢スノーパーク

第３回ＳＬポール練習会 期日 ２月１４日（水） 場所：軽井沢スノーパーク

第４回ＳＬポール練習会 期日 ２月２１日（水） 場所：軽井沢スノーパーク

第５回ＳＬポール練習会 期日 ２月２８日（水） 場所：軽井沢スノーパーク

第６回ＳＬポール練習会 期日 ３月 ６日（水） 場所：軽井沢スノーパーク

第７回ＳＬポール練習会 期日 ３月１３日（水） 場所：軽井沢スノーパーク

各講習会とも 講習時間 ： ～ ： ： ～ ：

講師 荻原正治 参加費 １０００円

申し込み先 荻原正治 携帯 Ｅメール

乗り合わせで行く場合 集合場所 敷島公園第 駐車場

出発時間 ６：３０分（１０分前に集合してください）


